
 

 

＊深よみめんこちゃん＊ 
深堀保育園で過ごすめんこちゃん達。今回は、うさぎ組とぱんだ組のクラスから 

よみ解き、深堀していきます 

～うさぎ組～ 

「どうやって取って 

あげようかな～」 

ホールで保育者と積み木や風船で遊んでいる子どもたち。

風船には色々な色や絵があり、それぞれ〝お気に入り〟で

保育者と投げたりキャッチしたりしていました。するとＩ

子の遊んでいた風船が高い所に引っかかってしまい『ピン

クのキティちゃん…』と I子は見上げて困っています。する

と兄妹の S 男は自分の遊んでいた風船を置き、高いところ

にある風船に向かってジャンプを繰り返しても届かず…今

度は近くにある積み木等を高く重ねて手を伸ばし風船を取

ることに成功。『はい。I 子』とにっこり手渡し、また遊び

始めていました。 

保育者が風船を取ってあげるとすぐに解決できましたが見

守ることで S 男のやさしさやどうすれば届くのかなと考え

行動する姿、そして届いた満足感や困っていた I 子に渡せ

たなどたくさんの嬉しいが詰まった場面でした。今後も安

全面に配慮しながら子どもの育ちの姿を見守り「良かった

ね」「すごいね」と言葉で伝え心も育んで行きたいと思いま

した。 
 

双子の妹え双子の妹たりして 

 

～こんなふうにそだってほしいな～ 

 

様々な物や人と関わる中で喜びや発見を共有したり、 

優しい気持ちを育んでいってほしいな。 

 

 

 

 

 

～こんなふうにそだってほしいな～ 

 

見る、触るなどを通して感覚や指先の働きが豊かになる経験を 

繰り返しながら、身近な自然に触れて遊ぶ楽しさを感じてほしいな。 

 

 

～ ぱんだ組～ 

「ジャリジャリして 

おもしろ-い」 

園庭で砂遊びを楽しんでいる K男。 

最初は砂を手で触ったり掴んだりして感触を楽

しんでいましたが、異年齢児のお兄さん、お姉さ

んが砂に水を混ぜて遊んでいる様子を見て、K男

もコップに水を入れ泥を作って遊び始めました。

泥を両手で掴んで握りしめたり、足で踏んでみた

りしている様子を見て、砂の触り心地や泥の冷た

さや感触を遊びの中で感じているのだろうなと

思いました。 

身近な自然に触れて遊ぶ中で友達のしているこ

とや物に興味を持ち同じようにやって楽しむ姿

に子どもの興味や関心に合わせて環境構成をし

たり、発見や気付きに共感したりしながら「「やっ

てみたい」を今後も見守って行きたいです。 


